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Abstract
　This study was designed to clarify the muscle activities, trunk forward-tilting angles, 
and center of gravity (COG) related to sit-to-stand (StS) movement with posterior pelvic 
tilting, reproducing the humpback posture of elderly people. Subjects were ten healthy 
adult men. The muscle activities (%MVC), StS total time, COG maximum velocity, and 
its total distance were measured using surface electromyography and 3-D motion analysis 
for StS movement under normal, anterior and posterior pelvic tilting conditions. The StS 
with posterior pelvic tilting showed an increase in time to rise and an increase in maximum 
horizontal velocity, as well as a decrease in the COG vertical distance in the first phase. The 
erector spinae muscle activity decreased considerably in the first phase and increased in the 
second phase. These findings suggest that posterior pelvic tilting in StS affects the trunk 
forward-tilting angle, forward COG velocity, and erector spinae muscle activity.
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　対象は、健常成人男性 10 名（年齢 21.8 ± 1.0 歳、






































を導出した 7）。表面電極の貼付位置 9）は表 1 に示
す筋腹中央、すべて右側とした。表面電極（BLUE 
SENSOR NF-50-K、 MEDICOTEST）は十分な前処
置を行った後に電極間距離が 2 cm として筋線維
に平行となるように貼付した。サンプリング周波
数は 1 k Hz、周波数帯域は 5 ～ 500 Hz として記
録した。基準電極は右膝蓋骨上の皮膚に貼付した。








手 技 に 従 い、 最 大 随 意 収 縮（MVC: maximal 







は、plug-in gait 全身モデルに従い身体の 35 ケ所
に貼付した。体幹前傾最大角度は、矢状面におい










び第 2 相の％ MVC における骨盤中間位・前傾位・





















の露出は最小限であること、今回は 40 cm 台から
















間を要した（P ＜ 0.01、表 2）。体幹前傾最大角
度は、後傾位が中間位および前傾位と比較して有
意に増加した（中間位と後傾位：P ＜ 0.05、前傾










　立ち上がり動作の第 1 相と第 2 相の筋活動量を








　第 1 相と第 2 相の筋活動量を比較してみると、
前脛骨筋は 3 条件ともに第 1 相で有意に高値を示
し（中間位は第 2 相の 3.6 倍；P ＜ 0.01、前傾位
は 2.7 倍；P ＜ 0.01、後傾位は 2.8 倍；P ＜ 0.01）、
大殿筋と腓腹筋外側頭は第 2 相で有意に高値を示
した。大殿筋は中間位で第1相の3.8倍（P＜0.01）、
前傾位で 2.6 倍（P ＜ 0.01）、後傾位で 2.7 倍（P
＜ 0.01）であり、腓腹筋外側頭は中間位で第 1 相
表１　表面電極の貼付位置
 
表 1 表面電極の貼付位置 
腹直筋 白線より 2 横指外側の臍部レベル 
脊柱起立筋 棘突起より 2 横指外側の第 3-4 腰椎レベル 
大殿筋 大転子と仙骨を結んだ中間点 
内側広筋 膝蓋骨上内側縁より 4 横指近位部 
前脛骨筋 脛骨粗面より 4 横指遠位部、脛骨稜より 1 横指外側 




表 2 座位からの立ち上がり動作時間，体幹前傾最大角度 
   動作所要時間  体幹前傾最大角度 
   （sec.）  （deg.） 
中間位  1.9±0.4  49.9±11.1 
前傾位  1.8±0.4  44.1±10.2 
後傾位    2.3±0.4 **   65.3±10.1 * 
*  ： 後傾位と中間位，後傾位と前傾位で有意差あり （P<0.05） 





の 2.6 倍（P ＜ 0.01）、前傾位で 1.8 倍（P ＜ 0.01）、
後傾位で 2.2 倍（P ＜ 0.01）であった。内側広筋







































る。第 1 相から第 2 相での身体重心は前方から上
方に移動するために前方推進力を急激に制動する
ために体幹伸展方向の力の発生が必要となる。し
表 4 立ち上がり動作の第 1 相と第 2 相における体幹筋および下肢筋の筋活動量（％MVC） 
 
数値は平均値（標準偏差）を示す． 
*  ： 後傾位と前傾位で有意差あり （P<0.05） 
†  ： 後傾位と前傾位で有意差あり （P<0.05） 
 
中間位 2.3 (2.0) 24.9 (11.7) 8.0 (8.0) 19.3 (9.2) 22.2 (16.3) 4.0 (2.7)
前傾位 3.4 (2.8) 29.6 (12.7) 7.7 (7.4) 26.0 (11.9) 29.9 (20.7) 6.3 (5.9)
後傾位 3.0 (2.7) 24.7 (14.8) * 8.3 (7.5) 17.4 (9.8) 20.8 (13.2) 3.4 (1.4)
中間位 2.2 (1.7) 23.0 (7.4) 22.7 (13.8) 25.4 (8.9) 8.2 (7.5) 8.4 (3.7)
前傾位 2.9 (2.6) 26.8 (8.7) 20.1 (14.1) 28.3 (10.2) 13.7 (15.0) 9.2 (4.0)
後傾位 3.0 (2.2) 28.0 (9.3) † 22.5 (13.9) 22.8 (8.6) * 9.1 (6.4) 7.5 (3.0)
第1相
第2相
腹直筋 脊柱起立筋 大殿筋 内側広筋 前脛骨筋 腓腹筋外側頭
 
表 3 身体重心の最大速度，第 1 相における身体重心の移動距離 
   最大速度（cm/sec.） 移動距離（cm） 
   水平方向 垂直方向 水平方向 下方向 
中間位  71.3±50.0 14.1±2.9 25.9±4.3 6.7±2.9 
前傾位  66.9±50.8  15.5±3.7   20.1±1.9 † 6.9±1.9 
後傾位    137.1±30.6 ** 17.9±6.4 27.7±6.4    4.6±1.9 ** 
** ： 後傾位と中間位，後傾位と前傾位で有意差あり （P<0.01） 





. （2.0）　 . （11.7） . （8.0） . （9.2） .2 （1 . ） . （2.7）
3.4 （2.8） 29.6 （12.7） 7.7 （7.4） 26.0 （11.9） 29.9 （20.7） 6.3 （5.9）
3.0 （2.7） 24.7 （14.8） * 8.3 （7.5） 17.4 （9.8） 20.8 （13.2） 3.4 （1.4）
2.2 （1.7） 23.0 （7.4） 22.7 （13.8） 25.4 （8.9）   8.2 （7.5） 8.4 （3.7）
2.9 （2.6） 26.8 （8.7） 20.1 （14.1） 28.3 （10.2） 13.7 （15.0） 9.2 （4.0）
3.0 （2.2） 28.0 （9.3） † 22.5 （13.9） 22.8 （8.6） *   9.1 （6.4） 7.5 （3.0）
相
相













































図 1 中間位，前傾位，後傾位における開始座位から静止立位までの身体重心移動軌跡の代表例 
サンプリング時間 0.02 秒の軌跡を示す．A 中間位，A’ 前傾位，A” 後傾位での座位時重心位置を示し，B，B’，B” は
第 2 相開始点（膝関節伸展開始点）を示し．C，C’，C” は静止立位を示す．第 1 相における身体重心の移動距離は A
から B の距離を表す． 
図１　中間位，前傾位，後傾位における開始座位から静止立位までの身体重心移動軌跡の代表例
サンプリング時間 0.02 秒の軌跡を示す．A 中間位，A’ 前傾位，A” 後傾位での座位時重心位置を示し，B，B’，B” は第 2




れる。Hida ら 15) は、脊椎椎体骨折におけるサル
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方移動距離の減少を認めた。脊柱起立筋の筋活動は、第 1 相で有意に低下し、第 2
相で有意に増加した。立ち上がりにおける骨盤後傾位が、体幹前傾角度と前方の重
心速度、脊柱起立筋の筋活動に影響を与えていることが示唆された。
キーワード：立ち上がり動作、骨盤後傾位、表面筋電図、運動学、脊柱起立筋
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